数独を解くプログラム


[image: image1.png]12345 1234512345 12345 1234512345 1234512345 12345

1234512345 1234612345 12345 1234512345 12345612345
12345 1234512345 1234512345 12345 1234512345 12345
12345 1234512345 1234512345 12345 1234512345 12345
12345 1234512345 1234512345 12345 1234512345 12345
12345 1234512345 1234512345 12345 1234512345 12345
12345 1234512345 1234512345 12345 1234512345 12345
12345 1234512345 1234512345 12345 1234512345 12345

12345 1234512345 1234512345 12345 1234512345 12345

st | |

i

11

=lolx]

=)

1 2] RE

1] 2| or]

hudson 999
6060401999
6060401 ~1.099
6060401 -5.999

[x999

Save

Load

End





1 入力したいコマのところにマウスポインタを合わせて右クリックします。私のように左利きでマウスの左右ボタンを入れ替えている人は左クリックします。

2 全部入力したら「OK?」ボタンを押す。何も変化がないときは、「解１」「解２」ボタンを押していく。最後は、「OK?」ボタンでお褒めの言葉も出ます。

この解１と２は、それぞれ、３×３、縦横で同じものを排除していく考え方があり、それを別々にプログラムしたものです。簡単なものは、解２だけで解けます。

ま…、これで楽をして、朝日新聞のbeパズルで商品を当てる人がいると悔しいので、回数制限を設けました。なにしろ、私は、一度もあたってないので…楽をして儲けようという根性がいけないのでしょうか？

それにしても、2006/4/1の例の数独、一部地方では、解なしの問題でした。私は、てっきり、4/1だからと思って「解なし」として、証明の説明までかきましたが、認めてくれませんでした。

それから、お褒めの言葉のプログラムは、このために作ったものではありません。不規則勤務(病院・入所施設・警備会社とかの勤務)の入力支援ソフトにつけたものです。

